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障害者を主人公に
重度障害者のリハビリテーシヨンーー

本誌編肇 員 国際医療福lll大学 福岡り八ビリテーシヨン学部 教授 雲早場 三 十 四

編集委員の素顔

1943年生まれ.日 本福祉大学社会福祉学部卒.九

ll労災病院 中伊豆リハビリテーション病院等のソー

シャルワーカーとして勤務.95年佐賀医科大学 (現

佐賀大学)社 会学教授として招請される.2009年4月

より国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部教

授.書 吉に rバリアフリー社会の創造」「交通とバリ

アフリーJな どがあり 障害者とバリアフリー社会と

の関係をメインテーマとして研究を続けている.

私
は
、
三
七
年
前
の
一
九
七
三
　
（昭
和
四

人
）
年
二
月
、
厚
木
の
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
職
員
と
し
て
就
職
。
神
奈
川

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

（以
下

「莉
奈
リ

ハ
病
院
」
と
い
う
）
に
八

一
（昭
和
五
六
）
年

一
二
月
ま
で
の
約
八
年
に
わ
た
っ
て
、
我
が
国

で
も
屈
指
の
大
規
模
、
総
合
的
な
施
設

（
一
千

床
）
を
持

つ
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
Ｍ
Ｓ
Ｗ

（医

療
ツ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ト
カ
ー
）
の

一
員
と
し
て
働

い
た
。

若
い
時
代
を
過
ご
し
た
厚
木
を
一
九
年
ぶ
り

に
訪
間
、
当
時
担
当
し
た
■
名
の
頸
髄
損
傷
障

害
者
と
の
再
会
の
機
会
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の

三
０
年
間
を
振
り
返

っ
て
み
た
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

総
合
化
の
動
き

六
０

（昭
和
三
五
）
年
ご
ろ
か
ら
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
大
学
ラ
ス
ク
医
師
の

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
医
学
」
を
学
ん
だ
医
師
が
活
動
を
開
始
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し
た
．
そ
の
こ
ろ
は
障
害
者
医
療
は
戦
傷
病
者

対
策
中
心
で
、
国
●
病
院
な
ど
で

「療
養

・
と

い
う
名
の
長
期
入
院
が
当
た
り
前
の
時
代
で
あ

っ
た
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ヨ
ン
は

一社
会
復
帰

一

と
い
う
理
念
に
転
嫁
す
る
動
き
で
あ
り
、
う
ね

り
の
よ
う
に
広
が

っ
た
時
期
で
あ
る
。

五
五

（昭
和
、二
０
）
年
代
当
時
は
、
本
製
の

Ｆ
椅
子
の
時
代
で
あ
る
。
写
真
１
は
東
京
パ
ラ

リ
ン
ピ

ツ
ク
に
フ
エ
ン
シ
ン
グ
で
参
加
し
た
選

手
の
練
習
風
景
で
あ
る
。
社
会
的
背
景
と
し
て

は
、
戦
後
整
理
が
進
ん
だ
時
期
だ
。
五
五

（昭

和
三
０
）
年
か
ら
五
七

（昭
和
三
二
）
年
に
発

生
し
た
神
武
景
気
、
五
人

（昭
和
●
三
）
年
，

六

ヽ

（昭
和
三
六
）
年
ま
で
続
い
た
岩
戸
景
気

を
経
て
、
経
済
活
動
が
活
発
化
し
た
。
そ
の
結

果
、
交
通
事
故
、
労
働
災
害
が
急
速
に
増
加
し
、

何
ら
か
の
対
策
が
迫
ら
れ
る
時
代
で
も
あ

つ

た
。今

―‐‐―
訪
門
す
る
総
合
リ
ハ
セ
ン
タ
ー
に
は
、

企
同
に
先
駆
け
実
践
的
工
学
支
援
の
部
門
が
黎

備
さ
れ
て
い
た
。
私
も
か
か
わ

つ
て
セ
ン
タ
ー

で
開
発
し
た
も
の
の
　
つ
に
フ
ル
リ
ク
ラ
イ
ニ

ン
グ
、
チ
ン

（あ
ご
）
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
方
式
の

竜
動
車
椅
子
が
あ
る
が
、
そ
の
初
期
モ
デ
ル
を

写
真
２
で
不
す
。
草
格
子
の
研
究
や
チ
エ
ア
ス

キ
ー
な
ど
、
こ
の
分
野
の
臨
床
的
取
り
組
み
は
、

素
晴
ら
し
い
成
果
を
現
場
実
践
の
中
で
生
み
出

し
て
い
っ
た
。

こ
の
時
代
に
は
、
図
１
で
示
す
環
境
制
御
装

置

〓
↓

の
開
発
や
、
住
環
境
整
備
も
不
可
欠
な

課
題
と
さ
れ
、
公
的
施
設
ば
か
り
で
な
く
個
人

神奈川県総合り八ビリテーションセンター
〒2430121 神奈川県厚木市七沢516
TEL o46-249-2571 FAX o46-249-2575

{*1)環境制御装置
■●している身体機能 (呼吸する 手でなうる
まばたきする ご●を発する など,を インタフ
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(*2)FI C (「 lnend[y Lit C。lm m、tnity)
神奈川県下の障害当事者やその支援となどで構成
自立生活支援 親と 情報交換 F発 活動 ビア
サポー ト 進 IH■ 撲などの活動をイiっている.
円い0わ せは TEL 046 77,3325ま たはメール
nccicom home nc,p

徊
住
宅
の
新
築
、
改
造
に
つ
い
て
も
、
調
査
、
改

造
ブ
ラ
ン
、
実
施
点
検
な
ど
を
行

っ
て
支
援
チ

ー
ム
が
形
成
さ
れ
た
。

ま
さ
に
そ
の
時
代
に
、
私
は
ツ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
と
し
て
、
医
師
、
看
護
婦
、
理
学
　
作

業
療
法
十
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
エ
学
関
係

者
な
ど
や
職
業
訓
練
　
職
業
相
談
領
城
、
更
生

ホ
ー
ム

（福
祉
）
職
員
ら
と
社
会
復
帰
を
求
め
、

活
動
し
て
い
た
。

頸
髄
損
傷
者
の
社
会
復
帰

０

一
一人
の
紹
介

●
書
き
頸
損

今
回
、
お
訪
ね
し
た

一
人
日
は
、
ス
ポ
ー
ツ

で

一
七
歳
時
に
致
髄
損
傷

（Ｃ
４
）
と
な

っ
た

金
子
寿

（四
九
歳
）
さ
ん
。
神
奈
リ
ハ
病
院
に

は
、
七
八

（昭
和
五
三
）
年
、
横
浜
の
病
院
か

ら
受
傷
後

一
年
ほ
ど
経
過
し
て
の
人
院
だ

つ

た
。
若

い
の
で
、
将
来
を
ど
う
す
る
か
が
円
わ

れ
た
支
援
症
例
だ
。
機
能
訓
練
は
当
然
だ
が
、

主
治
医
か
ら

「
将
来
の
生
活
を
ど
う
す
る
か
、

キ
い
将
来
の
あ
る
症
例
だ
か
ら
頼
む
ぞ
」
と
特

別
な
指
示
を
受
け
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

既
に
こ
の
時
期
に
あ

っ
て
も
、
今
で
い
う
リ

期
退
院
は
当
然
な
こ
と
で
、
入
院
と
同
時
に
自

宅
復
帰
を
ま
ず
確
保
す
る
た
め
、
写
真
２
と
同

様
の
電
動
車
格
子
の
作
成
を
決
定
。
家
族

へ
の

説
明
、
情
報
伝
達
を
行

い
、
自
宅
復
帰
を
理
解

し
て
も
ら
い
、
自
宅
居
室
整
備
を
行

い
退
院
と

し
た
。

そ
の
後
、
彼
は
頸
髄
薇
傷
者
の
会

（Ｆ

Ｌ

Ｃ

（＊
ι
）
を
組
織
し
、
図
２
で
示
す

「
飛
璃

夢
」
と
い
う
情
報
誌
を
八
五

（昭
和
六
〇
）
年

か
ら
発
行
、
頭
髄
損
傷
者
に
情
報
と
エ
ー
ル
を

送
り
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
聞
い
た
と
こ
ろ

で
は
、
生
活
費
は
障
害
年
金
が
主
体
で
、
自
宅

の
一
部
を
ア
パ
ー
ト
と
し
て
貸
し
て
、
生
活
費

補
填
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

●
エ
ネ
ル
ギ
ツ
シ
ュ
で
元
気
な
頸
損

今
回
、
協
力
し
て
も
ら
つ
た
の
が
、
西
川
和

朗

■
ハ
　
歳
）
さ
ん
で
あ
る
。
交

通
事
故
で
七
八

（昭
和
五
二
）
年

に
入
院
。
主
治
医
か
ら
は

「自

力
■
椅
子
走
行
可
能
な
頸
髄
損

傷

（Ｃ
６
）
な
の
で
、
と
も
か
く

元
の
職
場
に
戻
せ
」
と
指
示
を

も
ら

つ
て
い
た
。
リ

ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
自
動
Ｔ
免

許
を
復
活
さ
せ
、
復
職
さ
せ
た
形
で
あ
る
。

そ
の
後
西
川
さ
ん
の
話
で
は
、
職
場
に
戻

っ

た
が
、
な
ん
と
な
く
合
わ
な
い
と
し
て
退
職
し

た
と
の
こ
と
。
聞
い
て
み
た
ら
西
川
さ
ん
の
生

活
費
は
口
劃
璃
劉
が
主
だ
が
、
先
般
、
老
齢
年

金
に
と
誘
導
が
あ

っ
た
と
い
う
。
西
川
さ
ん
は

「
障
害
年
金
が
法
的
優
位
に
あ
る
」
と
説
明
し

た
と
の
こ
と
。
こ
れ
は
、
西
川
さ
ん
の
よ
う
に

し

っ
か
り
し
た
認
識
を
し
て
い
な
い
と
、
現
状

の
シ
ス
テ
ム
で
は
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
市
の

電動車いすに乗る全子寿さん (49歳)
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福
祉
職
貝
な
ど
は
、
障
害
年
金
が
，
先
で
あ
る

こ
と
が
全
く
理
解
さ
れ
て
い
な

い
状
況
を
●
し

て
い
る
。

特
に
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ヤ
ー
に
は
そ
の
知
識
は

な
く
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
に
も
そ
の
記
載

は
全
く
な
い
。
当
剛

「
和
樹
冽
酬
コ
＝
々

援
を
は
］
ｄ
濯
和
が
相
「「
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
労
災
保
険
受
給
者
ケ
ア
を
、
介
護
保
険

や
老
齢
年
金
に
切
り
替
え
ら
れ
て
し
ま

つ
て
い

る
報
告
が
と
き
ど
き
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で

あ
る
。

西
川
さ
ん
は
現
在
、
神
奈
川
県
綾
瀬
市
身
体

障
害

‐者
福
祉
協
会
長
、
神
奈
川
県
身
体
障
害
者

連
合
会
評
議
委
員
な
ど
各
社
の
委
員
会
で
活
躍

し
て
い
る
．
障
害
者
福
祉
の
充
実
に
奔
た
し
て

い
る
よ
う
だ
。

「
一
人
の
活
動
は
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
」

と
、
次
の
日
東
京
で
出
会

つ
た
他
の
障
害
者
か

ら
聞
い
た
。
当
事
者
の
立
場
で
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
情
報
提
■
は
ヒ
て
も
責
千
な
支
え
で
あ
り
、

お
“
う
フ
〓
■
■
一
」
Ｌ^
ｔ
・　
　
一́　
　
∴

Ｃ

一
一人
と
の
対
談

一
人
と
会
う
の
は
、
神
奈
リ

ハ
病
院
の
四
階

の
会
議
室
．
Ｍ
Ｓ
Ｗ
相
談
卒
室
長
の
生
方
克
之

さ
ん
に
も
出
会
う

こ
と
に
な
る
．
金
子
さ
ん
の

相
談
を
受
け
、
出
会
う
場
所
を
確
保
し
て
も
ら

え
た
の
だ

つ
た
。
そ
の
会
議
電
は
当
時
の
役
員

Ｉ
で
、
私
が
丼
い
こ
ろ
辞
令
を
も
ら

つ
た
場
所

だ

っ
た
。
私
の
開
日

一
番
は
、
「
よ
う
―
　
生

き
て
た
ぞ
―
」
だ
ｏ
前
述
の
開
発
し
た
電
動
中

椅
子
の
新
し
い
タ
イ
プ
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、

奥
さ
ん
と
二
人
で
現
れ
た
。
続
い
て
、
髭
を
な

び
か
せ
な
が
ら
西
川
さ
ん
が
顔
を
出
し
て
く
れ

た
。Ｌ

速
、
時
空
円
を
越
え
て
、
医
療
　
福
祉
の

話
で
ネ
リ
Ｌ
が

つ
た
ｏ

モ
ン
タ
ー
改
■
が
進
ん
で
お
り
、
■
病
院
体

制
を

´
病
院
体
制
に
す
る
こ
と
、
現
在
の
病
院

建
物
を
建
て
林
え
る
こ
と
、
襦
祉
領
域
と
し
て
、

更
■
ホ
ー
ム
利
用
者
定
員
が
削
減
さ
れ
る
方
向

で
あ
る
こ
と
、
現
行
で
は
就
労
支
援
　
０
名
と

機
能
訓
練
八
０
名
で
運
用
さ
れ
て
い
る
が
、
就

労
支
援
部
門
を
他
機
能
　
機
関
に
移
行
、
機
能

訓
練
部
門
も
定
員
削
減
の
方
向
が
検
討
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
。
神
奈
川
県
で
は
、
職
業
訓
練

校
で
訓
練
は
受
け
ら
れ
る
が
、
■
ｔ
ホ
ー
ム
と

異
な
り
、
身
の
―‐‐―
り
動
作
は
自
立
し
て
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
こ
と
が
条
件
と
し
て
付
加
さ
れ

る
。
重
度
障
害
者
の
就
労
訓
練
は
で
き
な
く
な

る
と
か
想
ｔ
さ
れ
、
心
配
だ
と
い
う
ｏ

い
ま
我
が
日
で
は
　
福
祉
に
■
う
お
金
を

い

，
に
減
ら
，
か
が
当
然
の
よ
う
に
論
議
さ
れ
て

―，
ろ
“
て
は
な
い
か
と
滸
り
上
が

つ
て
し
ま

つ

たに

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
経
済
機
能

金
子
さ
ん
が
神
奈
リ
ハ
病
院
で
治
療
を
受
け

ず
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ヨ
ン
を
受
け
ず
、
在
宅

で
の
生
活
基
盤
を
大
手
で
き
ず
、
自
宅
に
戻
れ

ず
、
療
誰
施
設
入
所
あ
る
い
は
入
院
を
続
け
て

き
た
と
し
た
ら
―

―
．

想
定
は
さ
ま
ざ
ま
で
き
る
が
、
施
設
ケ
ア
の

費
用
が

一
カ
月
四
五
万
円
だ
と
す
る
と
、
■
０

年
間
で

一
億
六
一
．０
０
万
円
か
か

つ
た
こ
と
に

な
る
。
本
人
が

一
判
負
担
し
た
と
し
て
も
、

億
五
千
万
円
ほ
ど
の
支
出
が
必
然
的
に
生
ず
る

こ
と
に
な
る
。
在
宅
で
暮
ら
す
条
件
を
作

っ
た

こ
と
に
よ
り
、
■
川
支
―――
を
適
■
化
で
き
た
の

で
あ
る
。
在
宅
誘
導

の
施
策
を
重
視
す
る
な
ら

ば
、
住
宅
改
造
、
福
祉
川
具
の
支
給
と

い
つ
た

占
を̈
含
め
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ヨ
ン
機
能
の
理

解
と
い
っ
た
点
に
ぶ
れ
が
生
じ
て
い
る
よ
う
に

思
え
て
■
方
が
な
い
。

こ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
ラ

ス
ク
医
師
な
ど
創
設
期
の
理
念
や
歩
み
を
も
う

一
度
振
り
返
り
な
が
ら
、
現
代
社
会
に
適
合
さ

せ
る
努
力
を
す
べ
き
だ
と
の
思

い
が
私
に
は
強

い
．リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ヨ
ン
の
あ
り
方
も
変
わ
る

の
は
当
然
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
当
時
と
比

較
す
れ
ば
工
学
的
支
援
も
飛
躍
的
に
レ
ベ
ル
が

ｐ
‥
‥
‥
―
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
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高
ま

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
研
究
の
た
め
の
研

究
は
盛
ん
に
な

っ
て
い
る
が
、
現
場

ニ
ー
ズ
に

基
づ
く
実
践
的
な
場
面
で
の
重
度
障
害
者
の
生

活
や
就
労
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
研
究
や
開
発
に

関
し
て
は
、
そ
の
歩
み
は
遅
く
な

っ
て
は
い
な

い
だ
ろ
つヽ
か
。

北
欧
に
見
る

「福
祉
機
器
研
究
所
」
「
テ
ク

ノ
エ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
」
の
姿
は
、
数
力
所
の
地

方
自
治
体
を
除
い
て
皆
無
で
あ
り
、
整
備
は
三

０
数
年
進
ん
で
い
な
い
と
い
え
る
。
更
に
、
障

害
者
支
援
が
社
会
的
負
担
と
す
る
認
識
が
強
ま

る

「介
護
概
念
」
を
基
軸
と
し
た
た
め
、
就
労

支
援
概
念
は
打
ち
出
せ
た
が
、
自
立
支
援
法

こ^

は
、
負
担
増
だ
け
と
批
判
を
受
け
、
廃
止

方
向
と
な
る
事
態
で
あ
る
。

セ
ン
タ
ｉ
変
革
期

三
０
年
ぶ
り
の
小
日
急
本
厚
木
駅
周
辺
は
、

都
会
化
し
て
お
り
、
そ
の
様
変
わ
り
に
び
っ
く

大橋正洋神奈川リハ病院リハビリテーション
局長

開
設
当
初
は
、
障
害
　
交
通
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
と
し
て
、
交

通
事
故
な
ど
が
急
増
し
て
い
た
時
代

の
背
景
を
反
映
し
て
い
た
こ
と
を
知

る
人
も
少
な
く
な

っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

そ
の
後
、
社
会
の
要
請
に
よ
り
、
地

域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
　
サ
ー
ビ

ス
体
制
も
整
備
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。

一
緒
に
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い

た
人
橋
正
洋
先
生

（神
奈
リ
ハ
病
院

り
し
た
。
七
沢
温
泉
郷
の
看
板
と
と
も
に
、
自

分
が
働
い
た
神
奈
リ
ハ
病
院
を
含
め
二
病
院
ｔ

施
設

一
〇
〇
０
床
と
い
わ
れ
、
障
害
者
支
援
の

総
合
的
施
設
の
一
つ
、
神
奈
リ
ハ
病
院
に
は
新

棟
が
増
築
さ
れ
て
い
た
が
、
懐
か
し
い
。

■
神
奈
リ
ハ
病
院

六
六

（昭
和
四
一
）
年

一
二
月
に
、
脳
卒
中

後
遺
症
　
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
　
神
経
筋
疾

患
　
そ
の
他
の
老
年
病
の
診
断
　
治
療
　
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
専
門
と
し
た
県
立
の

「ｔ

沢
理
学
診
療
病
院
」
が
開
設
さ
れ
て
い
た
。
七

二

（昭
和
四
人
）
年
、
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
設
置
に
伴
い

「七
沢
老
人
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
」
と
な
り
、
病
床
数
は

二
四
五
床
で
運
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
に

「神
奈
リ
ハ
病
院
」
を
新
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

現
在
、
病
床
数
は

一
般
病
棟

一
●
一〇
床

（重

症
心
身
障
害
児
施
設
四
〇
床
を
含
む
）
と
の
こ

レＣ
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
局
長
）
と
職

能
科
　
泉
忠
彦
科
長
、
医
療
福
祉
総
合
相
談

室
　
生
方
克
之
室
長
が
、
大
変
忙
し
い
中
で
同

席
し
て
い
た
だ
く
時
間
が
持
て
た
。
こ
の
中
で
、

セ
ン
タ
ー
で
は
近
年
、
高
次
脳
外
傷
者
支
援
で

の
研
究
や
実
践
、
在
宅
支
援
部
門
の
整
備
な
ど

を
進
め
、
大
き
な
実
績
を
Ｌ
げ
て
き
た
こ
と
も

お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
金
子
さ
ん
が
心

配
し
て
い
た
更
生
ホ
ー
ム
改
変
に
つ
い
て
も
、

在
宅
で
の
就
労
支
援
体
制
の
整
備
な
ど
が
進
め

ら
れ
る
と
い
う
。
人
橋
先
生
は
セ
ン
タ
ー
改
革

に
も
深
く
関
わ
り
、
熱
心
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
る
と
聞
い
た
。

主
人
公
と
し
て
役
割
を
担
う

と
も
か
く
元
気
に
活
躍
す
る
二
人
に
会

っ

た
。
同
じ
障
害
を
抱
え
て
い
る
人
た
ち
を
強
く

意
識
し
、
支
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
も
う
れ
し

い
限
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
困
難
な
こ
と
は
百

も
承
知
だ
が
、
私
が
最
初
に
勤
務
し
た
九
州
労

泉忠彦職能科長
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災
病
院
で
学
ん
だ
こ
と
の

一
つ

一
あ
ら

ゆ
る
困
難
を
排
除

『自
ら
の
力
で
稼
ぐ

こ
と
」
の
意
味
を
共
に
理
解
し
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
責
務
で
実
現
せ

よ
」
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
「
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と

患
者
さ
ん
の
願
い
で
あ
る

『社
会
復
帰

の
た
め
の
総
力
戦
』
を
絶
対
に
無
駄
に

し
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
ど
ん
な
重

い
障
害
が
あ
ろ
う
が

『稼
ぐ
」
を
あ
き

ら
め
な
い
方
向
性
を
探

っ
て
い
く
こ
と

疑
間
は
ぬ
ぐ

い
さ
れ
な
い
。

セ
ン
タ
ー
改
革
も
時
代
の
要
望
で
あ
る
。
今

回
一
人
の
話
を
聞
く
中
で
、
熱
心
に
取
り
組
ま

れ
る
改
革
チ
ー
ム
の
存
在
は
感
じ
た
。
歴
史
的

に
み
る
と
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
果
た
し
て
き
た
役

割
も
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、

取
材
不
足
か
も
知
れ
な
い
が
、
自
ら
の
施
設
か

ら
社
会
に
送
り
出
し
た
金
子
さ
ん
の
よ
う
な
当

事
者
た
ち
が
、
深
く
セ
ン
タ
ー
の
運
営
や
北
欧

の
よ
う
な
利
用
者
委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
し
て
関

わ
る
仕
組
み
は
弱
い
よ
う
に
感
し
た
。

セ
ン
タ
ー
に
タ
ロ
が
か
か
る
こ
ろ
、
共
に
働

い
て
い
た
仲
間
に
会

い
、
彼
の
車
で
セ
ン
タ
ー

を
後
に
し
た
。
社
会
の
　
員
と
し
て
、
障
害
者

が
主
人
公
と
な
る
部
分

（担
当
す
る
）
が
あ
る

社
会

の
到
来
を
願

っ
て
き
た
思

い
と
は
何
か
。

重
度
の
障
害
が
あ

っ
て
も
、
当
事
者
が

「働
き
、

稼
ぐ
」
意
味
は
何
か
を
考
え
て
い
た
。
ホ
テ
ル

で
は

一
人
で
食
事
を
と
り
な
が
ら
、
大
橋
先
生

か
ら

「思
い
だ
け
で
は
進
め
な
い
」
と
言
わ
れ

た
言
葉
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な

っ
た
。

（■
）
障
害
者
自
立
支
援
法
は

「障
●
者
及
び
障
害
児
が

そ
の
有
す
る
能
力
及
び
適
性
に
応
じ
　
自
立
し
た
日
常
生
活

ス
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
」
よ
う
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
．

従
来
の
制
度
と
比
し
て
　
障
■
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
利

ｎ
時
　
医
療
費
の
自
己
負
口
比
率
が
　
○
％
に
な

っ
た
。
少

′
高
齢
化
社
会
に
向
け
　
贅
撲
費
制
度
に
ヽ
わ
り
　
障
害
者

に
費
用
の
原
則
負
担
を
求
め
、
卜
■
者
別
で
あ
っ
た
禍
祉
サ

ー
ビ
ス
を

一
元
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
　
障
害
者
の

支
援
現
場

ニ
ー
ズ
と
の
ズ
レ
　
支
払
い
限
界
と
の
指
摘
も
あ

り
　
二
〇
０
五

（平
成

一
ｔ
）
■
成
立
．
０
人

（平
成

一
人
）

■
四
月
に
　
部
施
行
さ
れ
て
き
た
。

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
教
え
ら
れ
て
き
た

こ
と
か
ら
い
え
ば
、
少
し
寂
し
い
気
も
す
る
。

私
の
持
つ
就
労
へ
の
思
い
の
背
景
か
ら
す
れ

ば
、
西
川
さ
ん
の
復
職
へ
の
取
り
組
み
も
そ
ん

な
思
い
か
ら
だ
つ
た
。
重
い
障
害
を
抱
え
て
い

た
と
し
て
も

「何
ら
か
の
就
労
を
実
現
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
と
信
す
る
こ
と
」
か
ら
始
ま

る
。
少
々
理
論
的
に
は
破
れ
か
ぶ
れ
で
も

「稼

ぐ
」
「自
力
で
の
生
活
カ
ア
ッ
プ
」
を
意
識
す

る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
べ
き
と
教
え
ら
れ

た
。

＊

　
　

　

　

　

＊

　

　

　

　

＊

私
の
疑
円
。
最
近
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
方

法
や
ア
セ
ス
メ
ン
ト
上
で
は
、
重
度
障
害
者
は

「
介
護
」
の
対
象
と
し
て
認
識
さ
れ
る
傾
向
が

，日
い
の
で
は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

つヽ
か
。

特
に
、
怒
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
財
政

的
に
苦
し
い
状
況
下
で
は
、
必
要
な
予
算
だ
と

し
て
も
、
人
義
名
分
で

一
律
的
に
予
算
を
減
ら

さ
ね
ば
と
い
う
強
迫
観
念
が
、
我
が
国
に
は
存

在
す
る
の
で
は
と
思
う
。
今
、
多
く
の
規
定
、

規
則
類
を
利
用
者
側
視
点
で
分
析
し
て
み
る
と

「応
益
負
担
は
当
然
」
、
重
度
障
害
者
も
高
齢
者

も

「
治
ら
な

い
　
可
能
性
は
な

い
」
「
規
定
に

よ
る
レ
ッ
テ
ル
貼
り
と

一
括
条
件
設
定
で
の
サ

ー
ビ
ス
限
定
化
」
と
あ
ま
り
に
も
機
械
的
で
あ

り
、
ど
ち
ら
か
い
え
ば
可
能
性
を
認
め
な

い
、

認
め
て
い
な
い
傾
向
が
高
ま

っ
て
い
な
い
か
と

医療ソーシャルワーカーとして 2人 を担当した
齊場委員.久 しぶりの再会に話がはずむ
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